
様式第1号

年 月 日
茨城県教育委員会　殿

氏名

次のとおり、関係書類を添えてお願いいたします。

（ 〒 ）

ＴＥＬ

年

年 月 日

（記入上の注意）　　 基礎資格の欄には、大学・短大等にあつては学部・学科まで、
教員資格認定試験にあつてはその種類を記入すること。

茨 城 県
収 入 証 紙
貼 付 欄

茨 城 県
収 入 証 紙
貼 付 欄

茨 城 県
収 入 証 紙
貼 付 欄

教 育 職 員 免 許 状 授 与 願

本　籍　地
（都道府県名）

ふりがな
氏　　名住 所

電 話 番 号

授与（特別支
援教育領域の
追加）を受け
よ う と す る
免 許 状

種 類

教 科
（ 領 域 ）

生 年 月 日 月 日生

適 用 規 定
免 許 法 第 条
別 表 第 （ ）

基 礎 資 格
学士号
又 は
免許状

卒 業 ・ 修 了

２年以上在学

合 格



様式第1号

令和 〇年 〇月 〇日
茨城県教育委員会　殿

氏名 免　許　太　郎

次のとおり、関係書類を添えてお願いいたします。

（ 〒○○○-○○○○ ）

ＴＥＬ

2 年 4 2 5

年 3 月 2 1 日

（記入上の注意）　　 基礎資格の欄には、大学・短大等にあつては学部・学科まで、
教員資格認定試験にあつてはその種類を記入すること。

※１、※２及び※３については、次の例により記入すること。

授与を受けようとする免許状欄への記入例
※１　種　　　　類 ※2　教科

幼稚園教諭
小学校教諭 免許法第５条
中学校教諭 専修
高等学校教諭 又は 別表第（１）
特別支援学校教諭 一種 免許状 教育領域を記入

又は 免許法第５条
二種 別表第（２）

免許法第５条
別表第（２の２）

○○県

茨 城 県
収 入 証 紙
貼 付 欄

茨 城 県
収 入 証 紙
貼 付 欄

茨 城 県
収 入 証 紙
貼 付 欄

教 育 職 員 免 許 状 授 与 願

本　籍　地
（都道府県名）

ふりがな
氏　　名

めんきょ　　たろう

住 所 免　許　太　郎
茨城県○○市○○町○○○－○

電 話 番 号 ○○○－○○○－○○○○

授与（特別支
援教育領域の
追加）を受け
よ う と す る
免 許 状

種 類 中学校教諭一種免許状

教 科
（ 領 域 ）

外国語（英語）

生 年 月 日 昭和 6 月 日生

適 用 規 定
免 許 法 第 ５ 条
別 表 第 （ １ ）

基 礎 資 格
学士号
又 は
免許状

○○大学○○学部○○学科
卒 業 ・ 修 了

２年以上在学

合 格

学士（教育学）

平成 22

※3　適用規定

※空欄

教科を記入

養護教諭
※空欄

栄養教諭

同時出願
中一（社会）

２種類以上の免許状を
申請する場合記入

基礎資格(学位等)を得た大学等を記入。
大学院の場合は専攻まで記入し、修了を○で囲む。
(例)Ａ大学で学位を取得した後,Ｂ大学にて単位を修得…Ａ大学を記入。

日付はすべて和暦で記入願います。

※１

※２ ※３

1件の申請書類で申請できる
のは1種類１教科のみです。
複数の種類又は教科を申請す
る場合はその件数分の申請書
類をご用意ください。

＜記入例①＞免許状５条別表１，２及び２の２により免許状を取得する場合

免許法別表１、２、２の２に定める第２
欄の基礎資格を記入する。
(例)・修士（○○学）

・短期大学士（○○学）
【別表1適用の場合】

・保健師【別表2適用の場合】
・学士（栄養学）
管理栄養士

【別表2の2適用の場合】

収入証紙で納付する場合は、3,400円分を過不足のないよう貼り付ける（消印をしない。）。

電子納付の場合は、収入証紙は不要です。
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様式第1号

令和 〇年 〇月 〇日
茨城県教育委員会　殿

氏名 免　許　太　郎

（領域の追加）
次のとおり，関係書類を添えてお願いいたします。

（ 〒○○○-○○○○ ）

ＴＥＬ

2 年 4 2 5

年 3 月 2 1 日

（記入上の注意）　　 基礎資格の欄には、大学・短大等にあつては学部・学科まで、
教員資格認定試験にあつてはその種類を記入すること。

○○県

茨 城 県
収 入 証 紙
貼 付 欄

茨 城 県
収 入 証 紙
貼 付 欄

茨 城 県
収 入 証 紙
貼 付 欄

教 育 職 員 免 許 状 授 与 願

本　籍　地
（都道府県名）

ふりがな
氏　　名

めんきょ　　たろう

住 所 免　許　太　郎
茨城県○○市○○町○○○－○

電 話 番 号 ○○○－○○○－○○○○

授与（特別支
援教育領域の
追加）を受け
よ う と す る
免 許 状

種 類 特別支援学校教諭一種免許状

教 科
（ 領 域 ）

視覚 ・ 聴覚 ・ 病弱

生 年 月 日 昭和 6 月 日生

適 用 規 定
免 許 法 第 ５ 条 の
別 表 第 （ ２ － ３ 項 ）
施 行 規 則 第 7 条 第 4 項

基 礎 資 格
学士号
又 は
免許状

○○大学○○学部○○学科
卒 業 ・ 修 了

２年以上在学

合 格

特別支援学校教諭
一種免許状
（ 知 ・ 肢 ）

平成 22

大学院の場合は専攻まで記入し、修了を○で囲む。
卒業・修了年は年号で記入のこと。

＜記入例②＞ 特別支援学校(盲・聾・養護学校)教諭免許状に修得単位のみで
新教育領域を追加する場合

1件の申請書類で複数の教育領

域追加が申請できます。

追加する免許状の種類を記
載。
旧法による「盲・聾・養護
学校」教諭免許状はすべて
「特別支援学校」教諭免許
状と読み替えて記載する。

追加しようとする免許状の基礎
となる免許状を記入。
※ここに記入した免許状の原本を
添付する。

盲・聾・養護学校教諭免許状（平成19
年3月31日以前取得）の場合…免許状
の種類のみを記入。

茨城県に申請できるのは，茨城県が授与
した免許状のみです。
茨城県以外から授与を受けた免許状への
領域の追加は、それぞれの都道府県にお
問い合わせください。

（領域の追加）と記入。

日付はすべて和暦で記入願います。

追加しようとす
る教育領域を記
載する。

収入証紙で納付する場合は、3,400円分を過不足のないよう貼り付ける（消印をしない。）。

電子納付の場合は、収入証紙は不要です。
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